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第１１回 新たな医療の在り方を踏まえた
医師・看護師等の働き方ビジョン検討会 資料４

平成２９年２月２０日



本日お話すること

1. 医療におけるマネジメントについて
2. 医療機関や地域におけるマネジメント
3. まとめ
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構造設備・人員配置・
時間算出等

投入量による管理や
評価

医療資源の効率的活
用、費用対効果の検証

結果と質による管理や
評価

中央による規制、業界
の慣習、職能の主張

統制と職業倫理による
主導

患者・保険者・医療従事
者・住民が全員主役

自律的で主体的なルー
ルづくり

細分化・専門化による
領域深化

単能工による特化型提
供体制

多様化・複雑化するニー
ズに対応、抜けもれを防
ぐ守護神の存在

多能工の必要性

環境変化



医療をマネジメント視点で見る

1. “需要”側の性質
• 疾患1×疾患2・・×疾患n×所得×家族構成×ライフスタイル×地域
×死生観×・・・

• 画一的なニーズでなく、患者それぞれ多岐にわたる
• 果てがない欲望
• 多品種少量発生モデル

2. “提供”側の性質
• 専門職による専門領域の深い技術と知識
• 領域意識が高く、ポテンヒットを許す守備
• ヒエラルキーによる指示命令系統
• 限りある資源
• 少品種多量供給モデル

需要に求められる対応は・・・多能工
提供の基本システムは・・・単能工
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マネジメントとは

1. 集団が効率的に目的を達成する際に必要
2. “個の総和”から“集の相乗”へのツール
3. 人を活かす技術
4. Not 金儲け
5. マネジメントは技術である、つまり“学べる”
6. マネジメントが扱う分野：経営４資源「ヒト・モノ・カネ・情報」
7. チームのマネジメント、病院のマネジメント、地域のマネジメン
ト、・・・

「医療の在り方」になぜマネジメントが必要か？

⇒ 「ヒト・モノ・カネ・情報」が複雑に絡むから
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医療機関のマネジメント
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医療職が働く
“場”が未成熟

場の整備なくし
て、働き方改革な

し

場の整備には
投資が必要

投資余力/投資
意思がない？



医療分野の「雇用の質」向上のための勤務環境改善マネジメントシステム導入の手引き
医療従事者の勤務環境の改善に向けた手法の確立のための調査・研究班 平成26年3月

医療スタッフにとって・・・勤務負担の軽減、やりがいの向上
患者にとって・・・質の高い医療が提供される
経営にとって・・・コストの適正化、経営の質の向上

「雇用の質」は「医療の質」に直結する
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マネジメント視点での医療機関への支援の打ち手①

1. 勤務環境改善マネジメントシステム
• 各医療機関のそれぞれの実態に合った形で、自主的に行われる任
意の仕組み（意識高い系をターゲット）

• 「いきいき働く医療機関サポートWeb」の活用実態の調査
「取組内容：医師と看護職員との業務分担」・・・１件のみヒット

• 組織マネジメントが芳しくない医療機関への介入の検討（例：高い離
職率、ハラスメント案件多数、低い職場復帰率等）

2. 都道府県医療勤務環境改善支援センター
• 支援による効果検証：離職率・採用率への影響、人事労務課題の減
少の有無、医業利益への寄与度

• 相談内容のテキストマイニングによるニーズ発掘の実施

• 医療労務管理アドバイザーや医業経営アドバイザー等支援側の評価
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マネジメント視点での医療機関への支援の打ち手②

1. 「医療の質」を支えるべき「雇用の質」に関するデータ分析

– 検証すべき仮説：①雇用の質が高いと医療の質が高い、②医療の質が高い
と経営の質が高い、③雇用の質が高いと経営の質が高い

– 雇用の質への投資が経営的にペイすることのエビデンスづくり

– 医政局事業経営指標調査に関して、労務管理と経営の質の関係性をから
め、病院の“健康経営”を目指す

2. 病院経営管理者の評価と教育

– 最低限の労務管理知識の習得を施設管理者になるための要件へ
• リーダーシップ論等の人材マネジメントに関する知識、労働基準法及び
労働安全衛生法／労務管理その他の労働に関する一般常識、等

10
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医療従事者の勤務環境の改善に向けた手法の確立のための調査・研究班 平成26年3月



マネジメント視点での医療機関への支援の打ち手③

• “働き方優良病院”の認定

– 第三者外部機関による評価

• 日本医療機能評価機構
• NPO法人イージェイネット「働きやすい病院評価・認証事業」
• ユースエール認定企業

– 認定取得による制度上のメリットを検討
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HOSPIRATE（ホスピレート）：病院の就労環境評価・認証サービス
2016年4月現在、認証病院25施設、再認証病院10施設
http://www.hospirate.jp/service/outline/



マネジメント視点での地域への支援の打ち手

• 総合的な資格創設の検討
– 多職種の連携や調整に優れた専門人材の必要性
– 医療・看護・介護の現場のみならず、行政・公衆衛生・経営等、守備
範囲が広い人材

– コミュニケーション論やネゴシエーション論等、人材マネジメントに関
する知識を習得

– 都道府県における医療補佐官（仮称）

• 地域における自律的・主体的な医師集めの支援
– 中央統制型の医師の配置を希望するだけでなく、地域が自らマーケ
ティングの発想で“ヒト集め”をすべき

– 「魅力が無いから医師が集まらない」のではなく、「魅力を伝えてない
から医師が集まらない」 ⇒医療補佐官によるアドバイス
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まとめ

1. 「在り方」は現場・マネジメント・政策の3視点からの
アプローチ

2. 働き方を考えるには、働く人の“場”を考える必要が
ある

3. Evidence Based Medicineだけでなく、 Evidence 
Based Managementも必要

4. 多様化・複雑化するニーズに対応するには、専門職
だけでなく、守備範囲の広いジェネラリストも必要
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